
JP 5179126 B2 2013.4.10

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の処置具挿通チャンネル内に挿脱される可撓性の密着巻きコイルパイプ内に操作
ワイヤが軸線方向に進退自在に挿通配置されて、上記操作ワイヤを基端側から進退操作す
るための操作部が上記コイルパイプの基端に連結された構成を有する内視鏡用処置具にお
いて、
　上記コイルパイプの基端付近に被嵌された金属パイプが上記コイルパイプに固定される
と共に、上記金属パイプに軸線と垂直方向に形成されたねじ孔にねじ込まれる固定ねじが
設けられ、
　上記固定ねじのねじ頭が嵌合するねじ頭通し孔が上記操作部に形成されていて、そのね
じ頭通し孔には、上記固定ねじのねじ頭の裏面段差部が押圧される座繰り面が形成されて
おらず、
　上記固定ねじが上記ねじ孔にねじ込まれた状態では上記固定ねじのねじ頭の裏面段差部
が上記金属パイプの外周面に押圧されていて、上記金属パイプの基端側厚肉部の外周面は
、上記固定ねじのねじ頭の裏面段差部が押圧される部分だけが平らに形成され、
　上記ねじ孔にねじ込まれた上記固定ねじの頭部が上記ねじ頭通し孔内に嵌合することに
より、上記コイルパイプの基端部分が上記操作部に対して回転及び移動しない状態に連結
されていることを特徴とする内視鏡用処置具。
【請求項２】
　上記ねじ孔が、上記金属パイプの軸線に垂直な同一断面位置に複数形成されて、そこに
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ねじ込まれた複数の固定ねじにより上記コイルパイプの基端部分が上記操作部に連結され
ている請求項１記載の内視鏡用処置具。
【請求項３】
　上記複数のねじ孔が上記金属パイプの軸線周りに放射状に形成されている請求項２記載
の内視鏡用処置具。
【請求項４】
　上記金属パイプが外面から潰されて上記コイルパイプにかしめ固定されている請求項１
ないし３のいずれかの項に記載の内視鏡用処置具。
【請求項５】
　上記金属パイプの肉厚が途中で変化していて、その肉厚の薄い部分が上記コイルパイプ
にかしめ固定され、肉厚の厚い部分に上記ねじ孔が形成されている請求項４記載の内視鏡
用処置具。
【請求項６】
　上記金属パイプがレーザ溶接により上記コイルパイプに固定されている請求項１ないし
３のいずれかの項に記載の内視鏡用処置具。
【請求項７】
　上記金属パイプの端面と上記コイルパイプとが接する部分にレーザビームが照射されて
上記金属パイプが上記コイルパイプに固定されている請求項６記載の内視鏡用処置具。
【請求項８】
　上記金属パイプの肉厚が途中で変化していて、その肉厚の薄い部分に外周からレーザビ
ームが照射されて上記金属パイプが上記コイルパイプに固定され、肉厚の厚い部分に上記
ねじ孔が形成されている請求項６記載の内視鏡用処置具。
【請求項９】
　上記金属パイプの肉厚の厚い部分が、上記肉厚の薄い部分を間に挟んでその両側に形成
されている請求項５又は８記載の内視鏡用処置具。
【請求項１０】
　上記コイルパイプの基端付近が急激に曲がって座屈するのを防止するための折れ止めが
、上記金属パイプの先端部分に取り付けられている請求項１ないし９のいずれかの項に記
載の内視鏡用処置具。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡の処置具挿通チャンネルに通して使用される内視鏡用鉗子その他の
内視鏡用処置具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用鉗子等の内視鏡用処置具においては、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱さ
れる可撓性の密着巻きコイルパイプ内に操作ワイヤが軸線方向に進退自在に挿通配置され
て、その操作ワイヤを基端側から進退操作するための操作部がコイルパイプの基端部分に
連結された構成を有するものが少なくない（例えば、特許文献１、２）。
【特許文献１】特開昭６２－２５３０４０
【特許文献２】実公昭６３－７２１８
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　コイルパイプ内では操作ワイヤが進退するので、コイルパイプの基端は操作部に対して
しっかりと固定する必要がある、そこで従来の内視鏡用処置具においては一般に、コイル
パイプが操作部に対して接着固定されている。
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【０００４】
　接着という固定手段は、固定のための余分な機械部品等を全くと言っていいほど必要と
しないので、固定部分を嵩張らずにシンプルで小型軽量に構成することができるメリット
がある。
【０００５】
　しかし、接着固定のための工程には乾燥のための待ち時間が必要なため、製造工程に滞
留が生じ易い。接着に代えて半田付け等を行うとフラックスの洗浄というさらに余分な工
程が必要となり、洗浄が十分に行われないと、ある程度の期間経過後に部材の腐食という
結果となって表れる。
【０００６】
　そして、接着剤や半田の塗布量が厳密に管理されていないと、塗布量不足の場合は固定
強度が十分に得られないことによる緩みや脱落が発生し、塗布量過多の場合は乾燥時の接
着剤の染み出しによる作動不良などが発生する。
【０００７】
　本発明は、内視鏡の処置具挿通チャンネルに挿脱されるコイルパイプの基端を、滞留が
生じない工程で簡単かつ確実に操作部に固定することができ、しかも嵩張らずにシンプル
で小型軽量に構成することができる内視鏡用処置具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用処置具は、内視鏡の処置具挿通チャンネ
ル内に挿脱される可撓性の密着巻きコイルパイプ内に操作ワイヤが軸線方向に進退自在に
挿通配置されて、操作ワイヤを基端側から進退操作するための操作部がコイルパイプの基
端に連結された構成を有する内視鏡用処置具において、コイルパイプの基端付近に被嵌さ
れた金属パイプがコイルパイプに固定され、ねじ頭が操作部側に係合する固定ねじが、金
属パイプに軸線と垂直方向に形成されたねじ孔にねじ込まれることにより、コイルパイプ
の基端部分が操作部に連結されているものである。
【０００９】
　なお、固定ねじのねじ頭が嵌合するねじ頭通し孔が操作部に形成されていて、金属パイ
プに形成されたねじ孔にねじ込まれた固定ねじの頭部がねじ頭通し孔内に嵌合することに
より、コイルパイプの基端部分が操作部に対して回転及び移動しない状態に連結されてい
てもよく、その場合に、ねじ頭通し孔には、固定ねじのねじ頭の裏面段差部が押圧される
座繰り面が形成されておらず、固定ねじのねじ頭の裏面段差部が金属パイプの外周面に押
圧されていてもよい。
【００１０】
　また、ねじ孔が、金属パイプの軸線に垂直な同一断面位置に複数形成されて、そこにね
じ込まれた複数の固定ねじによりコイルパイプの基端部分が操作部に連結されていてもよ
く、その場合、複数のねじ孔が金属パイプの軸線周りに放射状に形成されていてもよい。
【００１１】
　また、金属パイプが外面から潰されてコイルパイプにかしめ固定されていてもよく、そ
の場合、金属パイプの肉厚が途中で変化していて、その肉厚の薄い部分がコイルパイプに
かしめ固定され、肉厚の厚い部分にねじ孔が形成されていてもよい。
【００１２】
　或いは、金属パイプがレーザ溶接によりコイルパイプに固定されていてもよい。その場
合、金属パイプの端面とコイルパイプとが接する部分にレーザビームが照射されて金属パ
イプがコイルパイプに固定されていてもよく、金属パイプの肉厚が途中で変化していて、
その肉厚の薄い部分に外周からレーザビームが照射されて金属パイプがコイルパイプに固
定され、肉厚の厚い部分にねじ孔が形成されていてもよい。
【００１３】
　なお、金属パイプの肉厚の厚い部分が、肉厚の薄い部分を間に挟んでその両側に形成さ
れていてもよく、コイルパイプの基端付近が急激に曲がって座屈するのを防止するための
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折れ止めが、金属パイプの先端部分に取り付けられていてもよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、内視鏡の処置具挿通チャンネル内に挿脱されるコイルパイプの基端付
近に被嵌された金属パイプがコイルパイプに固定され、ねじ頭が操作部側に係合する固定
ねじが、金属パイプに軸線と垂直方向に形成されたねじ孔にねじ込まれることにより、コ
イルパイプの基端部分が操作部に連結されているので、コイルパイプの基端を操作部に対
して滞留が生じない工程で簡単かつ確実に固定することができ、しかも嵩張らずにシンプ
ルで小型軽量に構成することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　内視鏡の処置具挿通チャンネル内に挿脱される可撓性の密着巻きコイルパイプ内に操作
ワイヤが軸線方向に進退自在に挿通配置されて、操作ワイヤを基端側から進退操作するた
めの操作部がコイルパイプの基端に連結された構成を有する内視鏡用処置具において、コ
イルパイプの基端付近に被嵌された金属パイプがコイルパイプに固定され、ねじ頭が操作
部側に係合する固定ねじが、金属パイプに軸線と垂直方向に形成されたねじ孔にねじ込ま
れることにより、コイルパイプの基端部分が操作部に連結されている。
【実施例】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図３は内視鏡用処置具の全体構成を示しており、１は、図示されていない内視鏡の処置
具挿通チャンネル内に挿脱自在なフレキシブルなコイルパイプであり、ステンレス鋼線材
等を一定の径で密着巻きして形成されている。
【００１７】
　コイルパイプ１の先端に連結固着された先端支持枠２には、例えば生検組織採取用の鉗
子カップ３が前方に向けて開閉自在に支持されていて、軸線方向に進退自在にコイルパイ
プ１内に全長にわたって挿通配置された操作ワイヤ４を基端側から進退操作することによ
り、鉗子カップ３が開閉する。ただし本発明は、コイルパイプ１内に操作ワイヤ４が挿通
配置された構成の各種の内視鏡用処置具に適用することができる。
【００１８】
　１０は、鉗子カップ３を開閉する遠隔操作を行うための操作部であり、コイルパイプ１
の基端が連結された操作部本体１１の基端部に、操作者の第一指を係合させるための第１
の指掛け１２が設けられ、操作者の第二指と第三指を係合させるための第２の指掛け１３
が、操作部本体１１にスライド自在に取り付けられている。
【００１９】
　そのような第２の指掛け１３に、操作ワイヤ４の基端が取り付けられている。したがっ
て、第２の指掛け１３を操作部本体１１に対してスライド操作することにより、コイルパ
イプ１内で操作ワイヤ４が軸線方向に進退して、鉗子カップ３が開閉する。５は、コイル
パイプ１の基端付近が急激に曲げられて座屈するのを防止するためにコイルパイプ１の基
端部分を被覆する状態に配置された折れ止めチューブである。
【００２０】
　図１は、コイルパイプ１と操作部１０との連結部を示しており、コイルパイプ１の基端
付近に被嵌された金属パイプ１５の肉厚は、全体が一様ではなくて途中で変化しており、
肉厚の薄い薄肉部１５ａを間に挟んでその前後両側に厚肉部１５ｂ，１５ｃが形成されて
いる。
【００２１】
　金属パイプ１５の最先端部分は、折れ止めチューブ５が取り付けられる折れ止め取付部
１５ｄになっていて、その表面には、被嵌された折れ止めチューブ５の抜け止めとして機
能する凹凸が形成されている。
【００２２】
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　金属パイプ１５の薄肉部１５ａは、塑性変形する状態に外面から潰されてコイルパイプ
１にかしめ固定されており、そのような金属パイプ１５が、操作部本体１１の軸線位置に
形成された受け孔１４内に挿通配置されて、金属パイプ１５の二箇所の厚肉部１５ｂ，１
５ｃが受け孔１４の内周面にほとんどガタつきなく嵌合している。
【００２３】
　金属パイプ１５の基端側厚肉部１５ｃには、軸線と垂直方向にねじ孔１７が形成されて
、操作部本体１１側と係合する固定ねじ１６のねじ部がそのねじ孔１７にねじ込まれてい
る。II－II断面を図示する図２に示されるように、この実施例ではねじ孔１７が金属パイ
プ１５の軸線周りに放射状に例えば１２０°間隔に３個形成されていて、その各々に固定
ねじ１６がねじ込まれている。
【００２４】
　固定ねじ１６のねじ頭はねじ部より径の大きな円柱状に形成されていて、各固定ねじ１
６のねじ頭がほぼピッタリと嵌合するねじ頭通し孔１８が操作部本体１１に形成されてい
る。そして、ねじ孔１７にねじ込まれた固定ねじ１６の頭部がねじ頭通し孔１８内に嵌合
することにより、コイルパイプ１の基端部分が操作部本体１１に対して回転及び移動しな
い状態に連結されている。
【００２５】
　なお、ねじ頭通し孔１８は操作部本体１１の外周面から受け孔１４へ一定の内径で貫通
する状態に形成されていて、ねじ頭通し孔１８には、固定ねじ１６のねじ頭の裏面段差部
１６ａが押圧される座繰り面が形成されていない。
【００２６】
　したがって、固定ねじ１６のねじ頭の裏面段差部１６ａは金属パイプ１５の基端側厚肉
部１５ｃの外周面に押圧された状態になっており、金属パイプ１５の基端側厚肉部１５ｃ
の外周面は、固定ねじ１６のねじ頭の裏面段差部１６ａが押圧される部分だけ平らに形成
されている。
【００２７】
　このようにして、金属パイプ１５側の三箇所のねじ孔１７にねじ込まれた３個の固定ね
じ１６の各ねじ頭が各々、操作部本体１１側のねじ頭通し孔１８に嵌め込まれた状態にな
っていることにより、嵩張らずにシンプルで小型軽量な構成で、コイルパイプ１の基端を
操作部本体１１に連結固定することができる。
【００２８】
　また、コイルパイプ１と操作部本体１１との連結のためには、接着剤、半田、鑞付け及
び溶接等は一切用いられていない。したがって、コイルパイプ１の基端を、滞留が生じな
い工程で簡単かつ確実に操作部１０に固定することができる。
【００２９】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば金属パイプ１５の薄肉部
１５ａをかしめてコイルパイプ１に固定するのに代えて、薄肉部１５ａに外周からレーザ
ビームを照射することにより金属パイプ１５とコイルパイプ１とをレーザ溶接で固定して
もよい。その場合、他の部分は上記実施例と同様に構成することができる。
【００３０】
　また、レーザ溶接を利用する場合には、例えば図４に示されるように、折れ止め取付部
１５ｄ以外の部分では金属パイプ１５を全体に厚肉に形成して、金属パイプ１５の端面と
コイルパイプ１とが接する部分Ｘにレーザビームを照射することにより、金属パイプ１５
とコイルパイプ１とをレーザ溶接で固定してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用処置具のコイルパイプと操作部との連結部の部分側面
断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用処置具の図１におけるII－II断面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡用処置具の全体構成を示す外観図である。
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【図４】本発明の他の実施例の内視鏡用処置具のコイルパイプと操作部との連結部の部分
側面断面図である。
【符号の説明】
【００３２】
　１　コイルパイプ
　４　操作ワイヤ
　５　折れ止めチューブ（折れ止め）
　１０　操作部
　１１　操作部本体
　１５　金属パイプ
　１５ａ　薄肉部
　１５ｃ　基端側厚肉部
　１５ｄ　折れ止め取付部
　１６　固定ねじ
　１６ａ　裏面段差部
　１７　ねじ孔
　１８　ねじ頭通し孔

【図１】 【図２】
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